
不耕起栽培法によるお米作りの概要 
 

農薬や化学肥料をふんだんに使い過保護に甘やかして育てた稲から取れた弱

いお米と、不耕起栽培での農薬・化学肥料無使用による野生化した強い稲か

ら取れた安全な美味しいお米 のどちらを選びますか！！！！ 
 

不耕起米について（生物資源型農業） 
 
耕さない田んぼの生き物いっぱいの中で育った安全・安心・美味しいお米です。 
このお米が穫れる田んぼでは、土を耕さず苗を植え育てます。 
すると、たくさんの藻類や小さな生き物たち、タニシやドジョウ、クモやトンボ、カエルなどがイネと

一緒に生命を育みます。鳥も集まります。 
生き物が安心して生きられる、安全な田んぼです。藻類はたくさんの酸素を出し、生命を支えます。こ

の田んぼはメタンガスの発生も少なく、地球温暖化を抑えています。 
 この田んぼに秋から翌年の稲刈り前まで水を張ると、イトミミズなどがたくさん増え、その排泄物が

草の種子を覆って、除草剤を使わなくても草が生えるのを減らし、さらに自然の肥料となって化学肥料

を使用しないで イネが立派に育つのです。 
 しかも藻類や生き物たちは、水を浄化し、お米１袋当り５０ｔもの水をきれいにしているようです。 
 このお米を召し上がると、たくさんの生き物たちの生命が守られる「田んぼの生きものトラスト」が

皆さんの食卓から実現します。（日本不耕起栽培普及会会長：岩澤信夫） 
 

耕さない田んぼの１年 
 
 
秋 
 

稲刈り  
秋起こしをしない 
秋ぬかを撒く 
水があるところでは田んぼに水を張る 
（冬期湛水） 

 
初夏 

イネの株が開帳型になる 
赤とんぼが飛び立つ クモや昆虫が増える

カエルたちは田んぼ周辺に散らばる 

 
夏 

草があまり生えない 草取りはとても楽 
イネの花が咲く 
トロトロ層が厚い場合は短期の中干し 
イネの背が高くなり株が大きくなる 

冬 渡り鳥が集まる 
 
早春 

塩水選、種まき、苗作り 
苗の葉っぱが 2 枚半になったら寒さの中で

育てる 
春起こしをしない 

 
秋 

穂が頭をたれる 
田んぼの水を抜く 
太陽の光で稲刈り前日までじっくり熟す 
稲刈り シラサギやツバメが集まる 

 
 
 
春 

代かきをしない（半不耕起は表面だけ土を

かき混ぜる） 
苗の葉っぱが 5 枚半を過ぎたら田植えをす

る 
田んぼではカエルやオタマジャクシ、イト

ミミズがたくさん 
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